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めっきり日脚が短くなり、冬の足音が一歩、また一歩と近づいてき

ているのを感じる今日この頃。

今年も神山荘の各事業所で敬老会が行われ、皆様のご長寿をお祝い

しました。神山荘利用者の平均年齢は88歳ですが、 100歳 以上の

方が3名もいらっしゃり、皆様元気に過ごされてお ります。

人生 100年 、その先へ向かって、さらに笑顔で過ごしてもらえる
よう寄り添い、支えて参 ります。
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充実した余暇を過ごして

頂l十るよう各種レク活動

や機能訓練を行っておιI
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8月 7日 に行われた夏祭 りは、感染症対策の為、

規模を縮小 し、利用者 と職員のみで行いました。

盆踊 りや花火、よさこい等の催 し物に夏の風情

を感 じながら楽 しい時間を過ごしました。 粍多多多
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力を合わせて最高の夏祭りに
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占ネクタ季派
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B窮お奉扉
躍矛 イイ写ヽ 8月 イ十日 荘矛 イ2年 3月 イθ日

ヱ旗々タヱ奉 より灯チタ旅
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瑶矛 イ十年 +2月 4日
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染顔あホイ(ろ 与日と地ごせるよう、だよりお祐り|(■ げ‡す。
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竹ホ路で楽しみ書した∬
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し、白1とホや千ョヨパ十
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今年の夏t行事力1盛 l〕 だく
ど凡でした。暑い哀σ)日差し

に負1+育、笑顔の絶えない楽

しい毎日を送っていま育。
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軽
井
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福
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園
よ
り
異
動
し
て
き
ま
し
た
。
初

め
て
な
こ
と
ば
か
り
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

《
新
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採
用
》
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神
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荘
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員

神
山
荘
に
戻
り
、　
一
つ
一
つ
学
び
た
い

と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

坂

上

朋

恵

神
山
荘
　
栄

養

士

栄
養
士
と
し
て
入
社
い
た
し
ま
し
た
。
利
用
者

様
の
よ
り
よ
い
生
活
を
共
に
築
け
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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生活支援コーディネーターの仕事心
五

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
お
仕
事
攣

～
大
館
市
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
～

大
館
市
に
は
現
在
８
名
の
生
活
支
援

コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
が

お
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

神
山
荘
で
は
、
平
成
２
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年
４
月
ょ
り
大
館
市
か
ら
委
託
を

受
け
、
配
置
し
て
い
ま
す
。

えスクラブ建谷会様より

'オ
ル寄賭いただきました。

ありがとうごおいました。

地域資源の把握・発信   協議体の設置。会議の開催
|

サロンなどの地域の居場所や

生活支援サービス、ボラン

ティアグループ作りのお手伝

いや情報を発信します。

生活ニーズの把握・共有

地域住民や関係機関などが参

加する協議体を設置し、地域

の課題の共有や連携強化を国

ります。

担い手の育成

地域の国りごとを分析し、協

議体と必要な取り組みを考え

ます。

住民主体の支え合いの大切き

を伝えるとともに、担い手を

育成します。
大切にイ史わせていただきます。
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が
行
動
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限
を
か
け
ら
れ
て
い
た
為
な
の
か
目
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＜
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行
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世
の
中
の
情
勢
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な
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数
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ら
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ろ
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た
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の
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鈍
感
力
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だ
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な
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う
な
、
と
思
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の

夏
で
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た
。
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